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宝物は家の中に置いてあるものではなく、
「蔵」という防火倉庫にしまって置くのである。
部屋をごたごたと装飾品で飾ることはなく、

一枚の掛け物、漆器、陶磁器が数日出ていたかと思うと、
今度は別の品物がとってかわる。

簡潔さはもちろんのこと、変化に富む。

明治初期、英国の女性旅行家 イザベラ・バードは、

日本の暮らしに「簡素の美」を見ました。

部屋を埋め尽くす西洋の装飾とは異なり、

必要なものを、必要な時に出し入れする、

品物が少ないからこその豊かさや変化。

古来、日本人が大切にしてきた「余白の美」。

それを生み出すことこそ、ストレージの使命であると考えます。

140 年前 英国女性旅行家が感じた

「余白の美」
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トータルバランスに優れた
ストレージブランド 

東京・南青山のショールームでは、お客様、業者様のご要望をスタッフが丁寧にヒアリングし最適なストレージシス
テムをご提案。リビング、ダイニング、キッチン、寝室、書斎、玄関、子供部屋などをトータルにプランすることで、
空間デザインと必要な機能を完璧なバランスで一致させることが可能です。

南青山ショールームにて、実際の製品、機能、素材をご覧いただきながら、
空間イメージを具体化していきます。

豊富な実績を踏まえ、特に人気のある
プランをパッケージ化した「コレッダ」。
Vcubeのクオリティ、機能をそのまま
に、バリューの高い価格設定を実現し
た新感覚のストレージ。

CUUMAのコンセプト実現のため開発さ
れた「System32」採用のストレージシ
ステム「ヴィキューブ」。多彩なデザイン、
豊富なパーツ、サイズの自由度など、グ
ローバル水準の先端機能をそなえます。

2008 年誕生のストレージブランド「クーマ」。コンサルティング
を中心に、お客様の希望を叶える生活空間をトータルに創造。
機能、デザイン、コストのバランスを高次元で実現しました。

用途別に規格化することでハイレベル
な機能とデザインを実現したCUUMAの
オリジナル家具「レディーメードファニ
チャー」。快適な住空間を実現させる
ための幅広い商品をご用意しています。

Vcubeを上質なデザインに仕立てることがで
きるプレミアムオプションパーツ「プラス
ペック」。天然石、突板、鉄、照明など家
具デザインにおいて重要な要素を追求した
オプションパーツです。
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対話から生まれたストレージには、同じものは一つもありません。 大切な生活の物語が、ストレージから日々紡ぎ出されていきます。

LIVING BOARD LIVING BOARD

WORK DESKLIVING BOARD

LIVING BOARD

LIVING BOARD DINING BOARD

DINING BOARD LIVING BOARD WALK in CLOSETBOOK SHELF

DINING BOARD

LIVING BOARD

LIVING BOARDSIDE BOARDBED  HEAD BOARD

LIVING BOARD

LIVING BOARD
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》 島徳 《  地産具家ぐ継け受を技の工大船

徳島の木工業は、船大工の伝統を受け継いでいます。徳島藩（蜂須賀家）は阿波
水軍を配下にして、参勤交代に華麗な御座船を使うことで知られていました。徳
島城下には多くの船大工が暮らし、明治以降は高い木工、装飾技術を生かし、仏
壇、鏡台、婚礼簞笥の製造を手掛けます。それが「阿波指物」として全国に普及し、
徳島は、旭川、静岡、飛騨、大川と並び五大家具産地のひとつになりました。

90 年の歴史と、国際規格「System32」
CUUMAブランドを展開する板久（徳島）は、材木店としての創業から 90年以上、
時代の変化に機敏に対応しながら、木製品の製造ひとすじに歩んできました。

「徳島藩参勤交代渡海図屏風」（伝森崎春潮作、蓮花寺蔵）
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1931   板東久太郎が、東京木場に材木店を創業
板久の創業者「板東久太郎」は昭和のはじめ、地元徳島から上京し材木店に奉公。
やがて 1931 年、木場に材木店を創業します。

1962    徳島で「造作材」に着目
第2次世界大戦後、徳島に戻った板東久太郎は、板久木材を設立し原木を扱いは
じめます。時代の変化を機敏に感じた久太郎は、内装に使われる「造作材」に注
目しました。鴨居、敷居、框、飾り柱など造作材を扱う業者はまだ少なく、そこ
に将来性を見出したのです。

1981  家具の製造を始める
「造作材」の生産を軌道にのせた板久は、家具づくりへと事業を拡大します。大手
家具メーカー、住宅メーカーからの要望に応え、造作家具などの部材をOEM生
産しました。さらに婚礼簞笥、高級キッチンの扉塗装に特化した「北島工芸」を
設立します。

1990   「System32」の導入
1990 年頃まで家具製造には熟練した職人の技術が
不可欠で、「量産性」と「品質」を両立することは
難しいとされました。住宅、マンションの建設ラッ
シュを迎え、もっと効率よく、高品質の家具を、適
正な価格で提供する方法はないものか？　海外を
視察するなかで出会ったのが、ヨーロッパで広く普
及する「System32」です。
従来は「フラッシュ」と呼ばれる中空パネルをつく
り、木ダボや接着剤を使いボックスを組み立ててい
ました。一方「System32」は、ソリッドな木質ボー
ド〈MFC〉をジョイント金物〈ラフィックス〉で固定。
ドライバー 1本で正確かつ強力に接合するため品
質のばらつきがなく、加工時間も短縮されます。製
造効率、輸送効率、設置効率を飛躍的に高め、高品
質な家具を適正な価格で提供することが可能にな
りました。
板久はいち早く自社工場に「System32」を導入し、
主要システム家具メーカー 10 数社の OEMに関わ
り「System32」への適応を高めます。
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2000   オリジナル収納家具「VAN・CUE」を開発
システム収納が普及すると価格競争が激しくなり、粗悪品も多く見られるようになりました。板久はそれらと一線を
画す、高品質で付加価値の高い製品の必要性を感じ、ストレージシステム「VAN・CUE」の開発をはじめます。
オリジナル商品の開発や新規販売ルートの開拓はOEM生産とは勝手が違い、「VAN・CUE」を軌道に乗せるまでには
長い時間がかかりました。しかしこの研究成果が、後の製品開発へとつながっていきます。

2008   出進京東げ上ち立を」AMUUC「   。戦挑のへ化ドンラブ

ストレージシステム「VAN・CUE」を、徳島から発信することの限界を感じた代表の板東尚久は、デザイナーやブラ
ンディングの専門家の協力を得て、自社ブランドを立ち上げます。目指したのは、多様化する生活者のライフスタイ
ルに柔軟に応えること。そして家具の基礎体力ともいえるボード、扉、金物といった素材に欧米のトップメーカーが
採用する一流品を標準採用し、グローバル水準の製品を提供することでした。ブランド名は「空間（くうかん）」に
ちなみ「CUUMA（クーマ）」と名付け、東京初のショールームを南青山にオープン。利便性の高い場所で「CUUMA」
の空間性を体感でき、専門スタッフがプランニングの相談を受ける体制を整えました。
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2009 場登の」ebucV「   

ストレージシステム「VAN・CUE」の開発を踏まえ、CUUMA
のコンセプトを実現する主力商品「Vcube（ヴィキューブ）」
を開発。「System32」の素材、パーツを選ぶことで、品質の高
いシステムを実現するための設計・生産体制を整えました。ま
た関西エリアの営業拠点 CUUMA 関西が設立されます。

2010    ユーザー本位の製品開発
Vcube の設計自由度の高さとデザイン性は、マンションデベ
ロッパーやリフォーム会社に注目され、実例が増えるにつれ新
しい販路も開拓されます。ショールームを直接訪れるお客様も
増え、生活者の声をうかがうことによって製品開発は加速。よ
り生活に密着した便利な収納パーツや機能が追加され、自社工
場のメリットを生かした機敏な対応により製品を成熟させてい
きました。

「Vcube」カタログをダウンロードいただけます。
https://cuuma.jp/download/
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2012    生活実感を伝えるリフォームカタログ
リフォーム需要が年々高まるなか、ストレージのシステムを利用した
リフォーム実例が増えてきました。そこで、お客様にご協力頂き、リ
フォーム前「Before」とリフォーム後「After」の写真を撮影。それを
比較できるカタログ「Before & After」を発行しました。
壁を壊すような大がかりなリフォームだけでなく、壁面収納の追加、
変更などにより暮らしを向上させた実例が充実。散らかっていたリビ
ング、寝室、子供部屋などが機能的に整理される姿をリアルな実例で
見ることで、具体的な生活イメージをふくらませることが出来ます。

「Before & After」カタログをダウンロードいただけます。
https://cuuma.jp/download/

リビングボード

Size

W3350× H2324／2004 × D442／314

Material

とにかく膨大な量のモノが、いたるところに
あふれています。ダイニングテーブルの上にも
モノが積み上げられていて、
ここでご飯を食べるのも厳しそうです…

ライティングデスク 掃除機収納

本体：ホワイト
扉： ウォルナット

奥様のコメント
このリビングボードは、収納力も、色も、とても気に入っています。
収納スペース的にはまだまだ空きがありますが、もう絶対に（!!!）
リバウンドしたくないので「モノは増やさない！」と、
家族みんなで決めています。リビングに掃除機をしまえるのは、
最初はピンとこなかったのですが、使い始めてみると、
便利ですね。ライティングデスクも使いやすいです。

5
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2013  実績にもとづいた「CORREDA」
CUUMA立ち上げから 5年がたち、膨大な実例を分析する
ことで、ユーザーに共通した壁面収納の形が見えてきまし
た。定番スタイルを抽出しパッケージ化すれば、「Vcube」
の高い品質はそのままに、より手軽な価格で提供できる。
より多くの方々に、高機能なストレージシステムをご利用
頂きたい。こうした思いから長年のノウハウを集約した
「CORREDA（コレッダ）」シリーズが生まれました。リビ
ングボード、カップボード、サイドボード、ブックシェルフ、
ワークデスクなどのプランをパッケージ化しつつ、サイズ
（幅）を 1mm単位で指定できる自由度をもっています。

「CORREDA」カタログをダウンロードいただけます。
https://cuuma.jp/download/
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2018  機能から豊かさの時代へ
世界最大のインテリアイベント「ミラノサローネ」では、
毎年、ストレージの様々なトレンドが発表されます。近年
目立つのが収納のエンターテインメント化ともいえる現
象。洋服やバッグ、アクセサリーをブティックのようにディ
スプレイしたり、ワインのコレクションを高級レストラン
のように見せたり、ストレージのコンセプトやデザインが
大きく変化しています。それにともないガラス、金属、天
然石、天然木を組合せ、高度な照明テクニックによって、
ストレージによって空間演出を行うケースが増えました。
こうした世界的な潮流を受け止め、デザインや素材を徹底
的に追求した新たなパーツカテゴリーがプレミアムシリー
ズ「+Spec（プラスペック」です。

「+Spec」カタログをダウンロードいただけます。
https://cuuma.jp/download/

19
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8 世紀の中頃、聖武天皇の御遺愛品 600 点以上を納めた奈良「正倉院正倉」は、我が国で最も古く、有
名な「倉」といえるでしょう。

古来から人々には大切なモノを収納・保管する本能があり、我々は正倉院に保管された 1000 年以上前の
宝物から、日本人のルーツを感じることができます。やがて民間の商家や農家も「土蔵」に沢山のモノを
仕舞うようになります。

その後、物質文明が加速し沢山のモノを生み出し、物欲を満たす現代社会をもたらしました。と同時に、

願うような世界をもたらしました。

。んせま来出はとこるれ逃らか続連の為行ういと」う舞仕「、」い使「、り取に手をノモ、りぎかるあで間人しかし
その行為とストレスなく付き合う装置こそが、ストレージシステムであると我々は考えます。

モノが適切にコントロールされ、リズミカルに「使う」と「仕舞う」が整った空間は、ストレスのない快適な
時間をうみだします。そして、その快適な時間の積み重なりは、あなたにとって大切な人生の物語となって
いきます。

正倉院は国の歴史を伝え、ストレージは、あなたとその家族の日々の足跡を、素敵な物語として紡いでい
くでしょう。
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製造方法
基　　材
縁　　材
金　　物
鏡  面  扉
艶消し扉

/  manufacturing method
/  base material
/  edge material
/  hard ware
/  grossy door
/  matt door

照　　明
異  素  材

/  lighting equipment
/  various materials
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SYSTEM 32
製造方法 / manufacturing method

世界標準の、多彩なパーツを利用できます。

　「システムとは不自由なルールではなく、

   人間の経験と叡智の結晶である」

ドイツで生まれた〈 System32 〉

〈System32〉は、第 2次世界大戦後のドイツで開発された
家具製造システムです。敗戦からの復興を目指したドイツ
工業界が結束し、ボード、金物、機械といった業種が分野
を越えて協力しました。材料の生産、設計、加工、輸送、
組み立てまで徹底したシステム化によって、高品質な家具
を効率よく生産できます。

●「32mm」ピッチの穴がポイント

〈System32〉最大の特徴は、ボードに 32mm間隔の穴（ライ
ンホールデザイン）を開けている点です。この 32mmピッチ
の穴に、ヒンジ、レール、棚ダボ、カゴといったパーツを取り
付けることで、従来のオーダー家具に比べ大幅に設計・製造を
効率化しました。
32は「2 の 5 乗」であり、半分づつ分割（16、8、4、2）し
ても割り切れ、設計寸法に小数を発生しないため、精密な機械
加工を使う家具製造に有利な寸法です。

● 世界基準の家具製造システム

ドイツで生まれた〈 System32〉 は世界に広がり 、今では世界
基準の家具製造システムとなりました。
現在、多くの家具金物は〈System32〉 に基づいて開発されてい
ます。System32 に従って設計された家具は、毎年バージョン
アップされるグローバルな家具金物の機能をいち早く利用でき
ます。32

32
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 CUUMAに使われる環境に配慮したボード材
基  材 / base material　

【鉛筆硬度試験による材料比較】
鉛筆硬度試験は、Wolf-Wilborn テストとも呼
ばれ、硬さの異なる鉛筆 ( 黒鉛芯 ) を用いて、
表面の硬さを判定します。

〈MFC〉環境への配慮と高性能を両立

MFC「メラミン化粧チップボード（Melamine Faced 
Chipboard）」は、System32 に適したボード材としてドイ
ツで開発されました。パーティクルボードの両面に硬い化
粧シート「メラミン」を施した熱圧成型ボードです。

● 抜群の加工性

ソリッドな〈MFC〉は加工位置に制限がないため、32mmピッ
チの穴を空ける〈System32〉に最適な素材です。また加工位
置にとらわれないため、設計の自由度も高くなりました。

● 優れたコストパフォーマンス

従来の家具素材は中空の「フラッシュ構造」が主流で、
ベニヤなどの表面に家具工場で化粧シートを接着して　　　　　　　　　　　
いました。一方〈MFC〉はパーティクルボードの両面に硬度の
高いメラミンが熱圧成型されているので、家具製造において化
粧シートを接着する工程を不要とし、飛躍的に製造効率を高め、
優れたコストパフォーマンスを実現しています。

● 間伐材を利用したエコロジカルな素材

MFC の芯材「パーティクルボード」は、木材の端材や間伐材
を有効利用したエコロジカルな素材です。細かく砕いた木材を
再成型するため、原木の口径や形状に影響されず無駄なく木材
を利用できます。ヨーローッパではMFC をはじめ環境配慮型
の木質材が 9割近く使われています。日本でもMFCは「グリー
ン購入（2000 年制定）」の指定を受けましたが
利用率はまだ低く、未だ多くのパネルの材料に、
太い原木が使われています。

メラミン化粧材

メラミン化粧材

パーティクルボード材

メラミン材（MFC）

Hは鉛筆硬度の単位です。柔らかい

硬い
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 CUUMAのデザイン、機能を拡大するボード
基  材 / base material 〈HPL〉厚みの自由度が高いボード

　

オーバーレイメラミン樹脂層

0.8mm

HPL構造図

メラミン樹脂層

フェノール樹脂層

HPLは、High Pressure Laminate（ハイプレッシャーラ
ミネート）の略で、日本では「高圧メラミン」と呼ばれ
ます。フェノール樹脂を含浸させたクラフト紙を何層に
も重ね、最後にメラミン樹脂を含浸させた化粧シートを
ボードの基材に張り熱圧成型します。特徴は、フェノー
ル樹脂を含浸させた何層ものクラフト紙により厚さ
0.8mmにも関わらず高い耐衝撃性があることです。
CUUMAではこの薄さを利用して、家具の用途に合わせ
た基材を選んでボードをつくることができます。
〈MFC〉は基材がバーティクルボードだけで厚さの種類
も限られますが、〈HPL〉は基材の材質や厚みの自由度
が高いため、〈MFC〉との組み合わせで、様々なデザイ
ンのストレージシステムを実現できます。
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 エッジ材は美しさの要
縁  材 / edge material 〈Edge Band〉クオリティを示す縁材

ボードの切断面（木口面）を美しく化粧するのが
〈Edge Band（エッジバンド）〉です。ボードには
必ず断面があり、その処理方法によってストレー
ジ全体の美しさ、耐久性が決まります。高品質な
家具かどうかは、エッジを見れば分かるといって
も過言ではありません。
日本で一般的な断面処理は、ボードの化粧材と同
じ材料を手で張るため作業性が悪く、耐久性に劣
り角が剥げることもあります。
一方、CUUMAが使用するエッジバンドは、厚さ
1mmの耐久性に優れたもので、木口張り専用マシ
ン（エッジバンダー）で加工するため、仕上りが
美しく剥がれません。専用の接着剤「ホットメル
ト」は、接着剤を加熱溶融し冷えると固化して強
い接着力を発揮。高級感のある仕上がりになりま
す。
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  ヒンジはストレージの機能を決定する
金  物 / hard ware 〈Hinge〉高い耐久性と機能が求められる

Hinge（ヒンジ）は家具金物の中で最も重要なパーツのひ
とつ。扉を開閉するのに欠かせません。扉を数万回開閉
しても、壊れたり、ガタついたりしない耐久性と機能が
求められます。CUUMAのストレージには、オーストリア
GRASS（グラス社）製のスライドヒンジを採用。ドイツ工
業規格DIN に基づいた、高い耐久性と機能が特徴です。

GRASS（グラス社）
1947 年、オーストリアで創業した GRASS（グラス社）は、1963 年に世界で初めてスライドヒ
ンジを開発し、機能家具金物の専門メーカーとしてヨーロッパをはじめ世界の高級キッチン、家
具に多数採用されています。高い品質基準を維持するため ”DIN EN” に準拠した検査と第三者機
関のテストを受け、長年の使用に耐える信頼性の高い製品を提供し続けています。

Deutsches Institut für Normung

● DIN（ドイツ工業規格）について

世界で最も厳しいといわれる工業規格が「DIN（ドイツ工業規
格）」です。特に「動的試験」が厳しいことで知られ、2004 年
に制定された日本の自転車の安全基準「BAA」は DIN をベース
に設定されています。1998 年の欧州統一にともない「DIN EN
（DIN European Norm）」が発行され、現在でも高い品質基準の
規格として世界的に認められています。



深みのある輝きをたたえる鏡面扉はストレージに高級感を与え、空間のアクセントとなります。その質の高さは、
歪みのない映り込みによって評価されます。一般的な鏡面扉はシートを貼る際の接着ムラや下地の凹凸により光が
乱反射し、映り込みが歪んでしまうことがあります。一方、CUUMA が採用する SENOSAN（セノサン社）のハイ
グロス鏡面シートは、歪みのない高い平滑性を誇っています。

1956年、オーストリアで創業した押出成型プラスチックシートメーカー。
同社の60年にわたる技術を結集したハイグロス鏡面シートは、特殊技術によっ
て非常に高い平滑性をもち、光の乱反射を抑え込んで、深みのある美しい映り
込みを実現しています。その品質の高さから、ドイツやイタリアなどの主要扉
メーカー、ヨーロッパ高級キッチンメーカーのハイグレードモデルに採用され
ています。

34 35

 深く歪みのない光沢
鏡面扉 / grossy door 〈Glossy Door〉高級感の要となる鏡面扉の品質

SENOSAN（セノサン社）



艶消し扉 / matt door

ベロアのような心地良い質感

〈Matt Door〉触れる度に上質を感じさせる質感

・Anti-Fingerprint
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高品質な鏡面シートで誇るSENOSAN（セノサン社）。そのSENOSANが鏡面とはまた異なる高級感
を感じさせる艶消しシートを提案します。上質なマットな風合いはもちろん、その高い技術力により
ベロアのような心地良い手触り感を実現させています。見た目だけではなく、触れる度に上質を感
じることができる家具をしつらえます。また、自然をモチーフにしたアースカラーでラインナップ
を揃えています。

従来のメラミンに比べ指紋や汚れがつきにくい
耐油性に優れたスーパーマット仕上げとなっています。

優れた耐油性を動画でご覧いただけます。

生糸のように優しい生成り色は、どんな色にも合わせやすい色です。

/ エクリュ

大地を連想させる有機的な赤味と、温かみのある茶系のカラーです。

ecru

/ ラテールla tarre

コンクリートのようなマットな質感で落ち着いた雰囲気を演出します。

/ ベトンbeton

墨のような透明感と漆黒を合わせ持った、深みのある黒です。

/ ランクencler
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 コレクションを素敵に彩る光
照明 / lighting equipment 〈Illumination〉ライン照明で空間を演出

従来の「点」で光を当てるダウンライトに対して、「線」
で光を当てるライン照明は、ストレージの内部全体を光で
明るく照らすことができます。クローゼットを開くと自動
点灯して衣服や手元を明るくしたり、大切なコレクション、
蔵書を美しく照らすオープン棚や、ヘッドボードの裏など
様々な場所に取り付けられ、まるでホテルのような柔らか
な間接光でやさしく照らします。また、ヨーロッパではス
トレージの照明が空間演出のひとつとして活用されてお
り、今や家具照明は空間照明としても注目されています。
CUUMA が採用するライン照明は、家具金物で有名な 
HAFELE（ハーフェレ社）の　「LOOX（ルークス）」です。
家具金物のノウハウを活かした LOOX は、家具との取り
合いに優れ、配線もプラグ&プレイで簡単に行なえる次
世代の照明器具です。光を家具デザインの重要な要素とし
て考えるヨーロッパで、多くの高級家具ブランド に採用
されています。

HAFELE（ハーフェレ社）
ハーフェレ社は 1923 年、ドイツのナゴルドで創立され、世界 150
カ国以上に展開する家具金物メーカーです。家具、キッチン、照明、
建築、工具といった幅広いジャンルに、数万点の製品を安定的に供
給しています。
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異素材 / various materials 〈Various materials〉異なる素材の組み合わせが生みだすオンリーワン

木質で構成された家具に、石やガラス、鉄などの異素材を組み合わせる、この考えはヨーロッパのハイブランドで多
く取り入れられている手法です。デザインの幅を大きく拡げ、オリジナリティとラグジュアリー感を飛躍的に高める
ことが出来ます。CUUMAでは、普段あまり触れることのない国内外の「素材」や「技術」を導入し、ストレージの
マテリアルとして用意することで、生活のなかで本物の素材を感じられる唯一無二の家具デザインを目指しています。

ガラス、金属、天然石、天然木を組
合せ、高度な照明テクニックによっ
て空間全体を演出するデザインや素
材を追求した「CUUMA」の新たな
パーツカテゴリー プレミアムシリー
ズ「+Spec（プラスペック」。
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CUUMA AOYAMA
107-0062 東京都港区南青山5-10-12  青山 EDGE2F  
Tel.03-6805-0173 　10：00 ～19：00
info@cuuma.jp
ショールーム受付 10：30 ～18：00　定休日：水曜日
※ ショールームにお越しの際は、ご予約ください。

<ショールーム内 案内動画 >

< 表参道駅～ショールーム 案内動画 >
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システム収納家具

h t tp: / / cuuma. jp

〈 青山ショールーム 〉
〒 107-0062
東京都港区南青山 5-10-12　青山 EDGE2F
TEL：03-6805-0173　FAX：03-6805-0174
ショールーム受付 10:30 ～ 18:00（予約制）　定休日：水曜日　

〈 東京オフィス 〉
〒 107-0062
東京都港区南青山 7丁目 8-4　高樹ハイツ６A号室
TEL：03-5468-3468　FAX：03-5468-3469

〈 本社・工場 〉
〒 771-0202
徳島県板野郡北島町太郎八須字惣野 8
TEL：088-698-8646　FAX：088-698-2498



h t tp s: / / cuuma. jp
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